


















痛，肱量，悪寒，恒吐，腕力障害専を挙げている.その様たパシは Drunkbread， Inebriant 
bread惑は Intoxicatingbreadと云bれ， 之は北部Y速では Fusan'umavenacewn (Fr.) 
Sacc.の分溜毒とされ，一方南部Y連並にフ牛γラシドでは Fusariumgraminean捌Schwabe





た1.1. 17). Stang (1928)はドイツ及びオラシグに於て北アメリカやカナグから職入した飼料用
大支が今まで知られていない有毒性がる !J ，豚はとれを食すると激しい恒吐を示し，後にはと




K. Beller等 (1929)及び F.T. Bennett (1930， 1933)も本菌に感染した大麦は豚に有害で
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根 本研究は農林省委託試験研究費によった.本実験K当つては厳畜産採に負うところがある.肥して謝
意を表する.本報告は主として弁上の得た結果である.






常でたし 70%被害粒の混入した第三隻は馬の口f'C合わたかったととを述べ， E. B. Mains等
(19却〉も亦赤雛病被害大変を用いて劃物試験を行い，豚に有害たととを認め，牛はとれ等較
粒を50%程度筑料中に混入しても利用出来?とと述べている.B. B. Mundkur等 (1930)政赤
撒病被害大麦を食ベプヒ闘は幅吐等の症献を催し，若..ま羽毛が粧生したが成重量政疾病の叡候を
見たかワ?とととを報告している.との外 M.Shapovalov (1917)， M. Dounin (l担問， A. 




有容であT，32 %の場合にはその鉱料を拒絶したと報告Ltc.叉 A.J. Rainio (1伺2)はフ・
ヰシランドに於て Gibberella$G油inetii曹にひどく感染した帯室政豚と馬に有害で，牛でさえ20


















































似の G品 erellasaubinetiiの純綿培養を豚に撤食せしめ，疾病の症般を見tc.E. B. Mains等











粒には赤徹病被害粒が多数混入していたそれから分離した菌は Gibberellazeae， Alternaria， 






2.飼 育 牛 親牝牛，仔牝牛(生後13ヶ月)，仔牡牛 f生後10ヶ月)各1頭










































































i 1 g 
380 417 453 
1.00 1.09 1.19 
376 390 432 
1.仰 1.04 1.16 
382 417 475 
1.00 1.09 1.24 
422 435 472 
I.OO 1.30 1.12 
371 430 466 
I.GO 1.16 1.26 
433 472 555 
1.00 1.09 1.29 
350 395 440 
1.00 1.13 1.20 
日 g g 
485 510 528 
1.28 1.34 1.39 
478 505 520 
1.27 1.34 1.38 
498 535 563 
1.30 1.40 1.47 
520 5o5 578 
1.23 1.32 1.37 
486 500 522 
1.31 1.35 1.41 
602 632 658 
1.39 1.46 1.52 
470 480 520 



























































































































































































































































































































V.飼料I区ICKMn04の10，000倍波を混じた. VI.飼料b:c= 4，: 6 








































との結果は第3表に示す如〈である.分離した菌はGiめerellazeae， Alternaria， Penicillium， 
Bact俳句であった.との中で綾も多かった菌は G出棺reZZa:reaeであった.
第 3表大変粒の保菌状況






























9 3 12 
1 。 2 
6 1 50 
11 。 8 
3 2 9 
1 。 7 
11 2 14 。 。 2 
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